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Investigation on the eggs of marbled sole Pleuronectes yokohamae spawned in winter of 2008 
and 2009 was conducted at three different research sites ahead to specifying the spawning  
ground in northeastern sea area of Shodo Island in Kagawa prefecture. 

It was concluded that these three research areas would be spawning ground of this species by 
the proof that the spawned eggs were collected in all these areas and the density was between 20 
to 25,020/m2 varying in size according to areas.  

It was suggested that appropriate environmental conditions for spawning ground of this  
specises would be sandy or gravel ground close to shore with reefs and suitable depth is ranging 
from 15 to 25 meters and there was no tendency to form spawning ground in particular water 
depth zone. 
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マコガレイ Pleuronectes yokohamae は，

北海道南部から九州，東シナ海，黄海に

分布し，日本各地の沿岸で小型機船底び

き網，刺し網，延縄，小型定置網等で漁

獲され，瀬戸内海においても重要な漁業

資源である 1)。このため，香川県を含む瀬

戸内海東部の府県は 1988 年以後，包括的

資源回復計画の策定など本種の資源管理

に取り組んできた 2) 3) 。また，瀬戸内海

では栽培漁業の対象種として 1970年から

種苗の放流が継続して行われ，2009 年に

は 1,084,000 尾の稚魚が放流された 4)。し

かしながら，近年漁獲量の減少は著しく，

香川県の場合，推定漁獲量は 1989 年の

145トンから 2002年には 30トンまで減少

している 5）。このため小型魚の再放流な

どの資源管理に加え，産卵場の保護や造

成などの新たな資源増大対策が求められ

ている。このような対策を実施するため

には，産卵場を特定し，その特性を明ら

かにする必要がある。 
 マコガレイは沈性粘着卵であるため，

天然海域で卵を採集することができれば，

産卵場を特定するための重要な情報とな

る。しかし，これまでのところ，瀬戸内

海におけるマコガレイ卵の採集例は極め

て少なく，松村ほか 6)が播磨灘北西部海域

において，また，上城７）が別府湾北部海

域において数粒～十数粒の卵を得た他に

は，反田・長井 8)が播磨灘北部海域におい

て十数粒～数万粒採集した例があるだけ

である。 
 そこで，今回，事前の調査によって産

卵場の可能性が有望視された小豆島北東

部海域において，マコガレイ卵の採取を

試みるための調査を実施した。また，マ

コガレイ卵が採集された場合に当該海域

の環境などを調査し，産卵場の形成条件

について検討を行った。
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材料および方法 
 

調査海域 
調査場所として 2007 年 8 月～9 月に実

施した聞き取り調査および事前調査の結

果から，小豆島北東部に位置する大部，

吉田，当浜地先の海域を選定した（Fig.1）。
大部地先では西沖合の漁場において毎年

産卵時期の 12～1 月に多くのマコガレイ

親魚が小型機船底びき網によって漁獲さ

れている。また，当該地先近傍の沿岸域

で操業している小型定置網でもこの時期

産卵親魚が多く漁獲されている。これら

の情報から当該地先海域に産卵場が形成

されている可能性が高いと判断した。吉

田地先では沖合に 12～1 月に広大な漁場

が形成され，マコガレイ親魚が小型機船

底びき網によって漁獲されている。当該

地先の湾奥にはアマモ場があり，沖合の

漁場と稚魚の育成場を結んだ海域に産卵

場が形成されている可能性が高いと判断

した。当浜地先では 12～1 月に小型定置

網および刺し網によってマコガレイ親魚

が漁獲されている。当該海域は周辺に設

置された小型定置網と比較しても最も親

魚の漁獲量が多い場所であることから，

産卵場が形成されている可能性が高いと

判断した。 
 調査は 2008 年 1 月 10～11 日に大部地

先と吉田地先で，2009 年 1 月 8～9 日に当

浜地先で実施した。潜水調査の実施にあ

たり，大部地先では岸から約 500m 沖合い

にある水深 23～25m の起伏の少ない比較

的平坦な海底に，海岸線方向と深浅方向

にそれぞれ２つの測線を設置し，約 20m
間隔で，10 地点を設けた（Fig.2-A）。吉

田地先では岸から沖合に向けて海底にロ

ープを沈め 1 つの測線を設置し，水深 20m
地点を沖の始点として，そこから水深が

1m 浅くなる毎に水深 15m まで 10 地点を

設けた（Fig.2-B）。当浜地先では海岸線方

向と深浅方向にそれぞれ２つの測線を設

置し，水深 15～20m の間に約 20m 間隔で

8 地点設けた(Fig.2-C)。 
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 マコガレイ卵および環境調査用の試料

採集法 
 スキューバ潜水による卵の採集調査を

実施した。卵の採集地点数は各地先とも

10 地点とした。1 地点あたり 0.05m2を，

グラフ型の採泥器(スミスマッキンタイヤ

型採泥器に似た形状のつかみ箱の部分に

取っ手をつけたもの)を用いて底質ととも

に水中で採取した。環境項目として，各

地先の表層および底層の水温と塩分を採

水器を用いて採水し測定した。底質分析

用試料も同じ方法により卵採取場所で採

泥した。底質は粒度組成と IL を測定した。 
 
 試料の分析 
 採取した底質試料は 10％ホルマリンで

固定し，実験室へ持ち帰った。持ち帰っ

た試料はローズベンガルで染色し，かき

混ぜ法 9)により比重の小さいものと大き

いものに分離し，それぞれ 0.5mm，1mm
目フルイを用いてある程度のサイズの均

一化を行った後に，実体顕微鏡下で染色

された卵を拾い出した。得られたマコガ

レイ卵は採泥器の 1 回分の採取面積

(0.05m2)当たりの卵数として求めた。なお，

マコガレイ卵とする基準として，過去の

知見 10) 11)より①無脂球形卵である②卵膜

表面に若干の粘着層がみられる③卵径が

0.8mm 前後である条件をすべて満たすも

のをマコガレイ卵と同定した。また，採

取された卵は Nakai 12)に従い発生段階を，

A：受精してから胚体の前節が形成され始

めるまで，B：筋節が形成され始めてから

胚体尾部が卵黄から離れ始めるまで，C：
胚体尾部が卵黄から離れ始めてからふ化

まで，の 3 段階に区分した。 
 水温は電気温度計，塩分はサリノメー

ター，粒度組成は水産庁漁場保全課の指

針 13)に従い目合い 1.0mm のフルイを通過

しない粒子を礫，目合い 0.5mm のフルイ

を通過しない粒子を粗砂，目合い 0.25mm
のフルイを通過しない粒子を中砂，目合

い 0.125mm のフルイを通過しない粒子を

小砂，目合い 0.063mm のフルイを通過し

ない粒子を細砂，0,063mm のフルイを通

過する粒子を泥とした。IL は 550℃6 時間

強熱法で分析した。 
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結果および考察 

 

 マコガレイ卵の分布 
 スキューバ潜水でマコガレイ卵の探索

を実施したが，目視によりマコガレイ卵

を確認することはできなかった。 
 マコガレイ卵はすべてグラフ型の採泥

器を用いて採取した底質サンプルから見

つかった。大部地先，吉田地先，当浜地

先の地点毎の卵の出現数と卵の発生段階

および底質分析結果を Table 1 に示す。 
大部地先：マコガレイの卵は 10 地点のう

ち 7 地点で確認された。卵密度は 20～180
粒であった。採集した卵の発生段階は，

ステージ A が 19％，ステージ B が 35％，

ステージ C が 46％と全ての発生段階の卵

が検出された。各発生段階までに要する

期間は，ステージAが受精から約 3日間，

ステージ B は受精後 3～4 日目，ステージ

C は受精後 5～10 日目（ふ化）と推定さ

れる 10)14)。したがって，出現卵数は少な

いものの，規模の小さい産卵が複数回行

われたと推察された。 
吉田地先：マコガレイの卵は 10 地点のう

ち 4 地点で確認された。卵密度は 20～40 
粒と少なかったが，採集した卵の発生段

階は，ステージ A が 40％，ステージ B が

40％，ステージ C が 20％と全ての発生段

階の卵がほぼ均等に検出された。調査海

域の沖合いの漁場では，12 月下旬頃から

1 月中旬頃まで小型機船底びき網によっ

てマコガレイの産卵親魚が多獲されてお

り，これらの一群が岸側の産卵場に来遊

して産卵しているのではないかと推察さ

れた。 
当浜地先：マコガレイの卵は 8 地点のう

ち 6 地点で確認された。卵密度は 100～
25,020  粒であった。採集した卵の発生段

階は，ステージ A が 12％，ステージ B が

23％，ステージ C が 65％と発生後期段階

のステージ C が最も多く検出された。ま

た，まとまった卵が検出された Stn.21 や

Stn.26 ではマコガレイのふ化後の卵殻や

ふ化仔魚が約 4,000 尾も採集された。これ

らのことから 12 月下旬頃から 1 月初旬頃

にかけて規模の大きな産卵が行われたと

推察された。播磨灘では反田・長井 8)が北

部海域において 1 月中旬頃に 103～104 オ

ーダーの卵が採集されたと報告している。

また，安信・大野 15)が家島諸島周辺で 12
月下旬から 1 月中旬頃に 103～105 の卵が

採集されたと報告している。これらのこ

とから 12 月下旬頃から 1 月初旬頃にかけ

て両海域とほぼ同レベルの規模の大きな

産卵が行われたと推察された。  

 
 産卵場と環境要因 
水深：調査した 28 地点のうち，マコガレ

イ卵が出現したのは 16 地点であった。卵

の確認された水深の範囲は 15～25m であ

った。瀬戸内海では反田・長井 8)が播磨灘

北部海域で卵が採集された主な水深は 9
～14m と報告しており，松村ほか 6)が小豆

島北東岸で採集した際の水深は 30m 前後

と報告している。また，安信・大野 15)が

家島諸島で行った調査では水深は 15～
39m と報告している。このように産卵場

の存在が確認されている水深には幅があ

り，当海域でも 10m の幅があって特定の

水深帯に産卵場が形成される傾向はみら

れなかった。 

底質：大部地先は砂分が卓越し，礫分が

20％混じる砂礫質で，調査水域の粒度組

成は一様であった。その組成割合はシル

ト・粘土分 1～2.6％，砂分 65～73％，礫

分 13～23％の範囲であった。吉田地先は

礫分が卓越し，調査を実施した距岸 40～
100m の底質粒度はほぼ一様であった。そ

の組成割合はシルト・粘土分 1.6 ～2.3 ％，

砂分 27～40％，礫分 55 ～71 ％の範囲で

あった。卵が出現したのは距岸 70～90m
の場所であった。当浜地先は礫分が卓越

し，その組成割合はシルト・粘土分 1～9％，

砂分 1～21％，礫分 70～97％の範囲であ

った。このうち卵密度が高かった(103粒以

上)当浜地先はシルト・粘土分 1～2％，砂

分 2～14％，礫分 84～97％と底質の殆ど

が小石を主体とした礫分であった。IL は

大部地先では 1～2.6%の範囲，吉田地先で

は 1～2.7%の範囲，当浜地先では 0.4～
1.1%の範囲と 3 地先とも低く，安信，大

野 15)が調査を実施した家島諸島における

産卵場の値と近似していた。 
水質：水温は大部地先では表層 11.9℃，
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底層(25m)12.0℃，吉田地先では表層，底

層(20m)ともに 11.9℃，当浜地先では表層

12.0℃，底層(20m)12.1℃と表，底層の差

はなかった。塩分は 3 地先とも表，底層

の差がなく，33PSU であった。 
 産卵場として，松村ほか 6)は小豆島北東

岸の砂質底で凹凸が激しく潮通しが良い

場所を想定している。また，菊池ほか 16)

は仙台湾の産卵場は水深 40m 以浅の細砂

域や岩礁域であり，産卵期にはかなり接

岸すると想定している。中神ほか 17)は函

館湾の産卵場は水深 20m 付近の細砂底で

あると推定している。反田・長井 8)は播磨

灘北部海域の岩礁や岩石近傍の砂泥底で

産卵が行われ，産出された卵の多くは砂

泥底上に分散すると推定している。安

信・大野 15)は播磨灘海域の産卵場の条件

として，岸に接していて岬などの先端ま

たは先端付近に位置していることに加え，

すぐ岸側に岩礁域が存在して底質は礫ま

たは砂礫質であると報告している。これ

らは産卵親魚の漁場などから推定された

ものであるが，マコガレイの卵は沈性粘

着卵であり，付着基質である底質はある

程度粒の大きいものが適していると考え

られる。したがって，卵の出現量が多か

った当浜地先の底質は礫または砂礫質で

あることから産卵場を形成していた可能

性は極めて高いと考えられた。 
大部地先，吉田地先の出現卵数は最大

で 180 粒/m2 であり，同灘で調査した反

田・長井 8）や安信，大野 15）と比べて著し

く少ない。マコガレイ１個体あたりの産

卵量は 30～100 万粒であり，1 回の産卵で

これら全てを放出すること，両地先の調

査海域は潮流が速い(山田，未発表)ことか

ら，これらの海域で産卵された卵の多く

が沈下前に流出，散逸してしまった可能

性が示唆された。 
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要 旨 
 

小豆島北東部海域におけるマコガレイ

の産卵場を特定することを目的に，2008，
2009 年の冬に卵の採取調査を 3 地先で実

施した。調査した 3地先で卵は確認され，

出現卵数(卵密度)は 20~25,020 粒/m2 であ

ったことから，これらの地先は産卵規模

の大小差はあるが産卵場であると断定し

た。産卵場の環境条件として，水深は 15
～25m で，底質は礫または砂礫質であっ

たが，特定の水深帯に産卵場が形成され

る傾向はみられなかった。 
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